
　

皆
様　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
今
年
も
日
本
や
世

界
を
取
り
巻
く
状
況
は
先
行
き
の
見
え

に
く
い
大
変
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
足
元
も
見
つ
め

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
奄
美
医
療
生
協

活
動
を
進
め
て
い
く
か
を
よ
く
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
４
年
目
で
し
た

が
、
全
国
の
医
療
機
関
で
入
院
や
受
診

者
数
が
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
戻
っ
て
い

な
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
そ
の
原
因
の
最
大
の
も
の
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
進
行
し
た
貧
困
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
月
末
に
家
計
の
や
り

く
り
に
頭
を
悩
ま
す
方
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
慢
性
疾
患

で
は
受
診
控
え
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
悪
く
な
る
と
合
併
症
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
急
性
疾
患
で
は
時
間
遅
れ

に
よ
っ
て
病
状
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

　

奄
美
群
島
で
無
料
低
額
診
療
を
行
っ

て
い
る
の
は
、
奄
美
中
央
病
院
と
奄
美

病
院
・
徳
之
島
病
院
だ
け
で
す
。
奄
美

医
療
生
協
の
事
業
所
で
は
、
お
金
の
悩

み
で
か
か
り
に
く
さ
を
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
に
、
今
以
上
に
優
し
い
対
応

を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
２
年
全
国
の
死
亡
者

数
が
増
え
た
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
コ
ロ
ナ
禍
１
年
目
の
2020
年
は
死

亡
者
数
が

1,372
千
人
で
2019
年
に
比
べ
て

9
千
人
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

2021
年
は

1,439
千
人
で
67
千
人
増
加
し
、

2022
年
は

1,568
千
人
で
129
千
人
増
加
し
過

去
最
高
の
増
加
数
で
す
。
2023
年
は
さ

ら
に
も
っ
と
増
え
て
お
り
、
そ
の
増

加
率
が
高
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
死
亡
診
断
書
で
調
べ
る

と
、
コ
ロ
ナ
に
罹
患
し
持
病
が
悪
化

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
増
え
ま
し

た
が
、
老
衰
（
高
齢
者
で
他
に
記
載

す
べ
き
死
亡
の
原
因
が
な
い
、
い
わ

ゆ
る
自
然
死
）
と
誤
嚥
性
肺
炎
が
増

え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
老
衰
と

誤
嚥
性
肺
炎
増
加
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
社
会
的
孤
立
に
よ
る
う
つ
や
運
動

量
減
少
に
よ
る
虚
弱
（
フ
レ
イ
ル
）、

筋
力
低
下
、
や
せ
、
が
原
因
と
考
察

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
解

決
に
私
た
ち
医
療
生
協
の
活
動
は
ず

い
ぶ
ん
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
地
区
別
生
協
祭
り
や
健
康
相

談
会
・
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
・
脳
ト

レ
・
各
班
会
が
、
昨
年
盛
り
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。
各
地
区
の
組
合
員
様

方
お
疲
れ
様
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の

参
加
が
有
り
成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
顔
と
顔
を
合
わ

せ
、
語
り
合
い
、
と
も
に
楽
し
み
合

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
生
協
祭
り
で
、
一
緒
に
体
を

動
か
し
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
ら
れ

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
さ
ら

に
、
生
協
助
け
合
い
の
会
も
先
の
問

題
解
決
の
一
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

皆
様
、
自
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
、
孤

立
や
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
・
認
知
予
防
に
つ
な
が
る
活
動
を

旺
盛
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

理
事
長　

福
﨑
雅
彦

（1） 2024 年 1 月 1 日発行 1 月号  No.217健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お元気ですか
発　行　者

奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7

電話0997-52-0585
FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

２面
・支部長新年の
　ご挨拶

３面
・各区組合員活動

４面
・南大島区
　生協まつり

５面
・徳之島以南区
　生協まつり

６面
・診療案内
・理事会だより

７面
・すこしおレシピ

８面
・北大島区
　ウォークイベント
・ゆいちゃんがいく

奄美医療生協の仲間と出資（2023 年 10 月末現在）　　●組合員数 23,056 人　　●出資金 390,893,909 円　　●班数 137 班

龍郷町カガンバナ（龍の眼）　写真：麻岡竜也

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

健
康
で
居
心
地
の
い
い
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　

 

協
同
の
力
で
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う

龍郷支部

森　昭子

上方支部

藤田貞代

金久支部

文谷和博

西方支部　

渡山スミ子

徳南支部　

西川三枝子

大和支部

江﨑信子

東方支部

斉藤広乃

伊仙支部

恵　幸夫

長浜支部

政　敦子

山郷支部

泉　美智子

天城支部

文田栄次郎

笠利支部

山口京子

四谷支部

米山晃代

徳北支部

津田信夫

下方支部

寺園タツ子

中央奄美支部

池田かよみ

副支部長

理事兼務

支部長新年のご挨拶
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

　

11
月
25
日（
土
）
金
久
支
部
恒
例
の

『
エ
ィ
ー
ト
歌
お
う
カ
イ
』
が
、
柳
町

集
会
場
で
組
合
員
10
名
、
職
員
2
名
の

参
加
で
約
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、

休
眠
班
と
な
っ
て
い
た『
カ
ラ
オ
ケ
班
』

も
、
復
活
登
録
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
理
事
の
平
理
事
や
文
谷
支
部
長

が
、
各
地
域
や
支
部
に
チ
ラ
シ
を
配
っ

て
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
開
催
が

夜
の
時
間
帯
だ
っ
た
為
、
若
干
参
加
者

は
少
な
め
で
し
た
が
、
参
加
し
た
組
合

員
さ
ん
達
は
久
し
ぶ
り
に
合
唱
し
た

り
、
踊
っ
た
り
し
な
が
ら
最
後
ま
で
交

流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
支
援
部　

石
井
仁
久

　

11
月
16
日

（
木
）
生
協
会

館
「
組
合
員
の

家
」
に
て
、
約

2
年
振
り
に

「
男
の
料
理
班
」

が
復
活
班
会
を

行
い
ま
し
た
。

復
活
か
ら
の
第

一
回
目
は
、「
電
子
レ
ン
ジ
で
出
来
る

　

11
月
21
日（
火
）
天
城
町
兼
久
の
地

域
サ
ロ
ン
で
鹿
児
島
生
協
病
院
か
ら
徳

之
島
診
療
所
に
研
修
に
き
て
い
る
白
井

元
気
先
生
の
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
に
つ

い
て
の
医
療
講
演
会
を
総
勢
11
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
話
で
は
、
栄

養
、
運
動
、
社
会
参
加
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
椅
子
ス
ク
ワ
ッ
ト
は
膝
が
悪
い
人

が
い
る
の
で
、最
近
で
き
て
な
い
で
す
」

カ
レ
ー
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
途
中
電
子
レ
ン
ジ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が

切
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
発
生
し
ま
し
た
。
取
り
急
ぎ
、
会
館

内
に
あ
る
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
対
応
し
た
こ

と
で
料
理
は
何
と
か
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
お
味
は
、
電
子
レ
ン
ジ
仕
様
の
カ

レ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
食
感
も
独
特

で
し
た
が
、
皆
で
美
味
し
く
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
2
ヶ
月
に
1
回
を
目
標
に
料

理
班
開
催
を
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

地
域
支
援
部　

嘉
野
善
一
郎

と
担
当
の
方
か
ら

話
が
あ
り
座
っ
て

で
き
る
運
動
を
一

緒
に
し
ま
し
た
。

　

医
療
講
話
の
他

に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
血
管
年
齢
）
も

行
い
大
変
好
評
で

し
た
。

　

地
域
支
援
部

　
　

伊　

加
代
子

北
大
島
区

エ
ィ
ー
ト
歌
っ
て 

楽
し
く

健
康
づ
く
り 金

久
支
部

南
大
島
区

復
活
！ 

男
の
料
理
班

お
手
軽
カ
レ
ー
に
挑
戦

西
方
支
部

金久支部「エィート歌おうカイ」は飲食しながら皆
で合唱を行う地域のお楽しみ会です。どなたでも
参加できますので多くの参加をお待ちしています。

歌ったり踊ったり楽しく交流すること
でフレイル予防が期待されます。

徳
之
島
以
南
区

天
城
支
部

元
気
先
生
の
元
気
に
な
る
医
療
講
演

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
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11 月 12 日（日）南大島区「生協まつり」が、組合員約 350 名、職員 29 名の参加で開催
されました。4 年ぶりにミニ運動会も企画され、おなじみのパン食い競争、玉入れ等、支
部代表 50 名の組合員さんが熱戦を繰り広げました。最後は、恒例の抽選会、餅投げが行
われ盛大のうちに終了しました。「楽しかった」「また来年も参加したい」等多くの声が寄
せられました。

池田信子実行委員長 福﨑理事長あいさつ 瀬戸内町吹奏楽団がじゅまる

ミニ運動会

トトマルキッチン、古仁屋バレーボールスポーツ少年団、山郷支部

のむら商店、西方支部

太極拳、歌（西方、東方）、舞踊、山郷＋老健職員、山郷（歌）、島唄

ウクレレ演奏、フラダンス、K-pop、Hip-hop

多くの方の協力で多彩な

中央舞台となりました　

※取材および紙面の都合で掲載できなかっ
　た企画もあります。ご了承ください。
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11 月 19 日（日）徳之島以南区「生協まつり」が総勢 130 名の参加で徳之島町体育センター
を会場に開催されました。徳之島闘牛太鼓の元気な子どもたちの演舞をオープニングに、各
支部からの多彩な踊り、歌などの出し物が会場中央で繰り広げられました。最後は「ワイド
節」を全員で踊り盛大のうちに終了しました。

徳之島闘牛太鼓

健康チェック 82 名が受検

徳南支部ユーナよさこい
徳北支部 歌

西川三枝子
実行委員長

伊仙支部 歌 踊り

白井さん　吉村さん

徳北支部　踊り

徳南支部　歌
職員踊り 真っ赤な太陽

全員参加で「ワイド節」

伊仙支部　恵 支部長
閉会あいさつ※取材および紙面の都合で掲載できなかった企画もあります。ご了承ください。
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南大島診療所　☎ 0997-72-0107   休診日：土曜、日曜、月曜、火曜・水曜の午後

徳之島診療所・デイケアにじ  ☎ 0997-83-2131 休診日：日曜、月曜・水曜・土曜の午後

月 火 水 木 金 土

午
前
診
療

受付 9:00 ～ 12:00

診療 9:30 ～ 12:00

一般
外来 福﨑 福﨑 吉俣 吉俣 福﨑 休診

専門
外来 － － － ③週

糖尿病 － ②週 循環器

午
後 訪問診察 ②④週

訪問診察
①③週

訪問診察
②④週

訪問診察 － －
午後休診

夕
診

受付 16:30 ～ 18:00

診療 17:00 ～ 18:00

一般
外来 － － － 吉俣 福﨑

小児予防接種
午前 お 問 い 合 わ せ く だ さ い －

夕診 － － － お問い合わせください －

生協在宅サービスセンター
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

奄美中央病院：☎ 0997-54-4443
せ と う ち：☎ 0997-72-2822
と く の し ま：☎ 0997-81-2755

介護に関するご相談にケアマネージャーがお受けします。

生協ヘルパーステーション
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

あ ま み：☎ 0997-57-7373
せ と う ち：☎ 0997-72-3567
とくのしま：☎ 0997-85-3884

生協訪問看護ステーション
営業時間：平日 9:00 ～ 17:30（土曜日は 13:00）

あ  ま  み：☎ 0997-57-7171
ｻﾃﾗｲﾄ せ と う ち：☎ 0997-72-2985
ｻﾃﾗｲﾄ あ ま ぎ：☎ 0997-81-2755

介護老人保健施設せとうち・　　　　   
　　　　　　 通所リハビリテーション
●入所：「要介護１～５」の方
●通所・短期入所：「要支援１～２」と「要介護１～５」の方
○入所：
　繰り返し利用もできます。1 ヶ月から半年を目安に
　生活リハビリを受けられます。
○短期入所（ショートステイ）：
　家庭での介護が一般的に出来ないときに利用できます。
○通所リハビリ（デイケア）：
　１日６～ 7 時間を基準にサービスを受けられます。
　短時間利用もできます。
○訪問リハビリ：  
　自宅でリハビリテーションを受けられます。

介護に関するお困りごと等、お気軽に支援相談員まで
お尋ねください。　　　　　　　☎ 0997-73-1155

月 火 水 木 金 土

午前
診療

受付
8:00 ～ 12:00

診療
8:45 ～ 12:30

一般
外来 ○ ○  ○ ○ ○ ○

専門
外来

④週
（又は⑤週）
糖尿病外来

－ ①週 小児科 ②週
糖尿病外来

①週 消化器
②週 循環器
③週 呼吸器

③週 呼吸器

訪問
診療 14:00 ～ 17:00 ○ ②④週のみ ①③週のみ ①③週のみ － －

午後
診療

受付 18:00 まで
診療 17:00 ～

一般
外来 －

17:00 ～

〇 －
17:00 ～

〇
17:00 ～

〇
午後休診

受付 18:00 まで
診療 14:00 ～

専門
外来 － ①週

小児科 －  ①週
 消化器

②週 循環器
③週 呼吸器

小児科予防接種
（受付は 17:30 まで）

午前 ○ ○ ○ ○ ○ －

午後 － お問い合わせ
ください － お問い合わせ

ください
お問い合わせ

ください －

 ■午後診療は、火曜日、木曜日、金曜日の 17：00 ～。 ■日曜日の終日、月曜日、水曜日、土曜日の午後は休診です。

受付 診察 月 火 水 木 金 土 日

午
　
前

月曜

～

日曜

7:30

～

12:00

月曜

～

日曜

8:45

～

12:30

内
科

第 1 診察室
（一般外来） 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

第 2 診察室
（予約制）

川畑
（循環器）

酒本
（消化器）

福﨑
（循環器）

福﨑
（循環器）

川畑
（循環器）

 川畑
②③④⑤週

（循環器）
－

第 3 診察室
（予約制）

野口
（生活習慣病）

堀
（呼吸器）

堀
（呼吸器）

堀
（呼吸器）

佐藤
（生活習慣病）

①③週 佐々木
（生活習慣病） －

第 5 診察室
（予約制） － － － 平元

（生活習慣病）
①②③⑤週

土屋（糖尿病） － －

多目的室 － － － － － － －

第 6 診察室 土屋
（糖尿病）

土屋
（糖尿病）

土屋
（糖尿病）

④週
佐伯（腎臓）

④週
佐伯（腎臓）

③週小川（乳腺）
④週佐伯（腎臓） －

小児科 楠田 楠田 楠田 楠田 楠田 楠田 －

午
　
後

月曜

～

金曜
15:00

～

18:30

土曜
13:00

～

16:30

月曜

～

金曜
16:00

～

19:00

土曜
14:00

～

17:00

内
科

予約外来
診療 16:00 ～ 19:00

－

糖尿病外来
①②週 土屋
14:00 ～16:00

堀
17:00 ～19:00

禁煙外来

堀
15:00 ～16:00

－
腎臓外来

④週 佐伯 － －

1 診（一般外来）
診療 16:00 ～ 19:00

交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 －

小児科
 受付 16:00 ～ 18:30
 診察 17:00 ～ 19:00

楠田 － － － 楠田
④週 森田 － －

奄美中央病院・デイケアひまわり
※日曜は第 1 診察室にて午前のみの診療となります。
※小児科の予防接種は木曜・金曜の午後となります（予約制）。☎ 0997-52-6565
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２
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④
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４
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お正月料理の減塩方法】 

                                                                担当：奄美中央病院 管理栄養士 岡  

そもそも、おせち料理は「主婦を３日間休ませる」目的で作られています。そのため、保存がきく

ように塩分と糖分が多く使われています（塩と砂糖は保存料としての役割）。塩分を減らすため

には、単純に醤油や塩分を減らせばいいのですが、それだけではなかなか美味しくできません 

減塩ポイント① お酢やかんきつ類、香味野菜、香辛料の利用 

           紅白なます等、お酢や香辛料を活用し、醤油の使用を控える 

減塩ポイント② だしをしっかりとる 

           カツオ節や昆布等でだしをしっかりとり、醤油や塩の使用量を減らす 

減塩ポイント③ 野菜の摂取をこころがける 

           野菜に含まれているカリウムを摂取することで、                    

体内の塩分（ナトリウム）を排出しやすくする 

減塩ポイント④ 減塩しょうゆ・味噌を利用する 

減塩ポイント⑤ 味にメリハリをつける 

           全部を薄味にするのではなく、メリハリをつける 

お正月料理には、必ず「野菜料理を一つたす」ということをおすすめします。この時は、できる

だけ塩分の少ないものにしましょう。酢の物やサラダ、蒸し野菜や茹で野菜など、塩分を控えて 

作りましょう。 

 

 
はちみつ柚子なます 

【材料（作りやすい分量）】 

・大根    ３㎝ 

・人参    １/４本 

・ゆず    １/２個 

・酢      ５０cc 

・はちみつ  大さじ 2～4 

         （お好みで） 

～作り方～ 

１． 大根・人参は千切りにする。ゆずは皮

をそぎ千切りにする。果汁は搾って

おく。 

２． ボウルに１を入れ、酢、はちみつ、ゆ

ず果汁を加え混ぜ、具材がしっかり

浸かるようラップをし、一晩漬けたら

完成。 

 

奄美のおせち料理      『三献
さんごん

』 

 正月料理といえばおせち料理や雑煮ですが、奄美地域では『三献』が食されています。 

餅入りの吸い物の赤椀、鶏肉もしくは豚肉の吸い物の黒椀、刺身の三つの料理を献上することが名前

の由来です。 

赤椀、刺身、黒椀の順番で食し、各膳の合間に家族全員に焼酎の杯を回して飲むのが一連の儀式の 

流れです。 

 もともと『三献』は日本料理の一つの本膳料理であり、室町時代に確立され、江戸時代に発展してき

ました。現在では冠婚葬祭など特別な場のみ行われており、若い世代を中心に馴染みがありません。 

しかし、奄美地域では、お正月に行われる行事として、いまも根付いています。 

参考文献：農林水産省 うちの郷土料理 
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参考：岡檀「コミュニティの声を聞く」 
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やることはいっぱいだ 

誰
も
が
健
康
で
居
心
地
良
く
く
ら 

せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦 

よ
く
つ
か
わ
れ
る
言
葉
に「
ゆ
る
や 

か
な
つ
な
が
り
」
が
あ
り
ま
す 

「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
」
っ
て
ど 

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う 

2030
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ 

全
国
で
極
め
て
自
殺
率
の
低
い(

旧)

海
部 

町
を
慶
應
義
塾
大
学
が
調
査
し
ま
し
た 

「
ど
う
や
っ
て
自
殺
を
減
ら
そ
う
」
で 

な
く
「
ど
う
や
っ
た
ら
生
き
心
地
よ 

海
部
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
は 

く
生
き
て
い
け
る
だ
ろ
う
」
と
考
え 

る
ほ
う
が
上
手
く
い
く
こ
と
を
指
摘 

し
ま
し
た 

「
つ
な
が
り
は
あ
る
け
ど
縛
ら
れ
な
い
」 

「
い
ろ
ん
な
人
が
い
た
ほ
う
が
い
い
」 

閉
鎖
的
な
“
ム
ラ
社
会
で
は
な
く
” 

「
人
の
評
価
は
多
角
的
に
、
長
い
目
で
」 

「
ど
う
せ
自
分
な
ん
て
と
考
え
な
い
」 

４
点
の
特
徴
が
わ
か
り
ま
し
た 

海
部
町
に
は
、
困
っ
た
と
き
に
助
け 

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
弱
音
を 

は
け
る
」
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る 

大
切
な
の
は
「
ゆ
る
や
か
な
」 

つ
な
が
り 

「
気
に
は
か
け
て
も
干
渉
し
な
い
一
人 

ひ
と
り
は
違
う
の
が
あ
た
り
ま
え
」 

個
を
尊
重
す
る
つ
な
が
り 

ま
ち
に
居
て
い
い
ん
だ
」
「
つ
な
が
り 

こ
の
こ
と
で
人
は
「
あ
あ
自
分
は
こ
の 

の
中
で
自
分
も
活
か
さ
れ
て
い
る
」 

居
心
地
の
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
が 

で
き
る 

「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
」
を
広
げ 

る
こ
と
が
医
療
生
協
の
め
ざ
す
誰
も 

が
健
康
で
居
心
地
良
く
く
ら
せ
る 

ま
ち
に
つ
な
が
る 

ゆ
る
や
か
・
だ
ね 

一人ひとりが尊 

重されるまち弱 

音をはける社会 

がいいね 

せるまちづくりを 

居心地良くくら 

ひろげていこう 

お 元 気 で す か

地 理 的 な 離 島 は あ っ て も 　 人 の 生 命 に 離 島 が あ っ て は な ら な い
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初冬の笠利路を歩く
2023 年度北大島区ウォークイベント開催

　11 月 19 日（日）、2023 年度北大島区ウォ
ークイベントが笠利町あやまる公園をメイン
会場に組合員 35 名職員 13 名の参加で 3 年
ぶりに開催されました。
 今回も、グラウンドゴルフとウォーキング
に分かれて行われウォーキングに 29 名、グ
ラウンドゴルフに 15 名が参加しました。
　ウォーキングは、コーラルパームスホテル
前を出発し、海岸沿いの約 2.3 km コースを
歩きました。コース上空をサシバが飛んでい
て歓迎するかのように「ピーヒュルル」と鳴
いていました。柔らかい初冬の日差しの中、
皆気持ちよさそうに歩いて無事全員がゴール
しました。グラウンドゴルフも、今回は交流
目的とし、ベテランから初心者、家族連れの
参加があり。初めての方はやり方を教わりな
がら楽しそうに取り組んでいました。　　
　結果は 1 位 泰さん（38 打）、2 位 前田さ
ん（39 打）、3 位 岩元さん（41 打）、ホー
ルインワンが泰さん、前田さん、岩元さんで
した。コロナ禍を踏まえ今回も人気の豚汁は
出来ませんでしたが、次回の楽しみにしたい
と思います。
　ウォークイベントは、全国の医療生協で実
施されており、奄美医療生協では、北大島区、
南大島区、徳之島以南区で開催されます。ど
なたでも参加できますので多くの参加をお待
ちしています。気持ちいいですよ！


